
 
 
学齢	
 小１~中３	
 教材	
 漢字カード、絵カード	
 

学習者	
 漢字導入時。 
象形文字と絵のマッチングゲームの時は、漢字圏・非漢字圏ミックスクラ

スでも指導可能。 
備考	
 漢字圏・非漢字圏ミックスクラスでは漢字圏・非漢字圏の差を観察しなが

ら、適宜ゲームを切り上げて、それぞれのワークシートなどに移行する。	
 

漢字圏の子どもが、非漢字圏の子どもに協力的であれば続行しやすい。 
 
学習目標	
 

漢字学習が初めての非漢字圏母語話者には、象形文字が絵から成り立っていることに気づ

く。（中国で教育を受けてきた子どもは知っていることが多い） 
中国語母語話者、中国語既習者には、日本語独特の読み（言葉）があることが分かる。 

 
活動案 漢字の導入 
 象形文字ともとの絵のマッチングするゲーム 

「かんじだいすき」などの教材を使ったり、黒板にＴが絵と漢字を書いたりし

て、絵と漢字がマッチングできるようにする 
 
直線が多く、画数の少ない漢字を書いてみる 
ひらがなの導入が終わっていれば、ひらがなで読みを書いて見せ、読む 

 
内容 目的 

導入 
Ｔが黒板に「山」と書く？ 
Ｔ：これは何ですか？ 
Ｓｓ：？？？ 
 
Ｔが「山」を山の絵に変化させる 
出身国の山の写真などが用意できれば黒板に

貼る 
 
Ｔ：「や、ま」「これは、やまです」（ひらがなでルビ

を振る） 
Ｓｓ：やま 
 

読む 
 
 
 
 
 
 
（「ルビ」振りは今後の教科活動にも重要

になる） 
 
絵と文字がマッチングできることの例を

見せる。 



黒板上で、みんなでマッチングをしたり、ワークシ

ートで考えたりする。マッチングのときは、象など

の難しいものも含めておくと楽しい 
山、川、田などの読み方を練習する 

漢字、画像、意味、読みをマッチングゲ

ームを通じて認知的につなげていく 
 
訓読みを練習することで、語彙も導入さ

れていく 
複雑なひらがなよりも書きやすく覚えやすい漢字

（山、川、田、口、目など）を皆で空書きする（先

生の書き順を真似しながら、指で空中に書く） 

空書きをして、書き順を真似する 
 

まとめ 

ワークシートを宿題にする 
（マッチング、あるいは漢字練習ノート） 

 

 
 
 


